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令
和
２
年
度
決
算

問
　
決
算
で
見
え
た
課
題
を
伺

う
。

市
長
　
見
通
し
を
立
て
る
こ
と

が
難
し
い
人
口
減
少
社
会
に
お

い
て
は
、
客
観
的
に
事
業
の
成

果
を
観
察
し
、
迅
速
な
意
思
決

定
と
臨
機
応
変
な
対
応
が
重
要

と
考
え
る
。

今
後
の
財
政
運
営

問
　
人
件
費
や
扶
助
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
が
い
ず
れ
も
増
加

し
て
お
り
、
財
政
の
硬
直
化
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
今
後
の
財
政

運
営
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
伺
う
。

市
長
　
限
り
あ
る
財
源
を
本
当

に
必
要
な
施
策
に
集
中
さ
せ
、

未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
拡
大
に
対
し
て

問
　
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
制
約
の
あ
る
生
活
が
続

き
市
民
に
は
不
便
を
か
け
る

が
、
引
き
続
き
感
染
予
防
に
協

力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

感
染
防
止
の
切
り
札
と
な
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
着
実
に
進
め
て

い
く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
を

問
　
本
市
の
取
り
組
み
を
伺

う
。

市
長
　
学
校
や
子
育
て
支
援
施

設
、
介
護
や
障
が
い
者
施
設
な

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

問
　
家
族
の
世
話
や
介
護
を
担

う
子
供
で
あ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
関
し
て
、
支
援
を
推
進

す
る
た
め
の
実
態
調
査
は
行
っ

た
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
現
時
点

で
は
実
態
調
査
は
行
っ
て
い
な

い
。
県
な
ど
の
動
向
を
踏
ま
え

て
実
施
に
つ
い
て
の
検
討
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

問
　
国
は
取
り
組
む
べ
き
方
向

性
を
示
し
て
い
る
が
、
本
市
も

取
り
組
む
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長
　
で
き
る
部
分
を
し
っ
か

り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

生
き
る
権
利
を
守
る

問
　
生
活
保
護
に
対
す
る
市
民

の
理
解
度
が
低
い
と
感
じ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
制
度
を
周
知

し
て
い
る
の
か
。

福
祉
部
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

制
度
案
内
の
「
生
活
保
護
の
し

お
り
」
を
掲
載
し
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
「
さ
ま
ざ
ま
な
困
り

事
の
相
談
窓
口
の
ご
案
内
」
も

配
布
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

問
　
港
地
区
で
運
営
さ
れ
て
い

ど
の
従
事
者
、
消
防
関
係
を
対

象
と
し
た
優
先
接
種
や
、
夏
休

み
を
利
用
し
た
子
供
へ
の
接
種

を
実
施
し
た
。
８
月
下
旬
か
ら

は
、
妊
婦
な
ど
を
対
象
と
し
た

優
先
接
種
も
行
っ
て
い
る
。
引

き
続
き
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
に

合
わ
せ
た
接
種
機
会
の
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
要
配
慮
者

へ
の
接
種
支
援
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
。

自
宅
療
養
者
の
支
援
を

問
　
支
援
の
状
況
を
伺
う
。

市
長
　
自
宅
療
養
者
は
、
８
月

末
に
３
０
０
人
を
超
え
る
こ
と

が
あ
っ
た
が
、
９
月
７
日
時
点

で
は
１
７
０
人
で
あ
る
。
支
援

と
し
て
は
、
県
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
間
の

食
料
品
と
衛
生
用
品
の
提
供
、

療
養
期
間
中
の
ご
み
の
戸
別
収

集
を
、
希
望
す
る
世
帯
に
対
し

て
行
っ
て
い
る
。

令
和
３
年
７
月
３
日
や 

最
近
の
大
雨
被
害
か
ら

問
　
市
の
見
解
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
近
年
は

台
風
や
梅
雨
前
線
な
ど
に
よ
る

大
雨
が
全
国
各
地
で
頻
発
化
、

激
甚
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
本

市
に
お
い
て
も
大
規
模
な
風
水

害
が
発
生
す
る
こ
と
を
危
惧
し

て
い
る
。
今
後
、
７
月
３
日
や

８
月
15
日
の
大
雨
に
対
し
て
の

検
証
を
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
行
い
、
対
応
を
進
め

る
と
と
も
に
、
洪
水
対
策
と
し

て
河
川
改
修
を
県
に
強
く
要
望

し
て
い
く
。

対
策
が
急
が
れ
る 

流
域
治
水
と
河
川
改
修

問
　
７
月
３
日
の
大
雨
で
は
、

金
目
川
周
辺
の
被
害
想
定
は
19

万
９
千
人
で
あ
っ
た
。
金
目
川

水
系
の
上
流
域
で
治
水
対
策
を

行
う
か
、
河
川
を
改
修
す
る

か
、
ど
ち
ら
か
す
ぐ
に
行
え
な

い
の
か
伺
う
。

市
長
　
ど
ち
ら
を
先
に
と
い
う

の
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
う

が
、
ま
ず
は
県
に
対
し
て
河
床

改
修
な
ど
の
予
算
要
望
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
可
燃
ご

み
戸
別
収
集
の
今
後
の
展
開
　

平
塚
市
に
関
係
す
る
幹
線
道
路

等
の
整
備
見
通
し
に
つ
い
て

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

コ
ロ
ナ
禍
の
中

市
民
を
守
る
施
策
を府

川 

正
明 

議
員

持
続
可
能
な
行
政
運
営
で

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

山
原 

栄
一 

議
員

環境厚生
　議案６案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第６７号　令和３年度平塚市
一般会計補正予算
　社会福祉総務費の生活困窮者
自立支援事業について、今年度の
新規の申請者数と、家賃の平均額
をどのくらいと想定して補正予算
を組んだのか伺う。
　新規の申請件数は８月末現在
で６３件である。給付金を算定する
に当たっては、これまでの支給実

績から計算した４万１千円を平均
の家賃額として積算を行ってい
る。
　老人福祉費の介護保険施設整
備等助成事業について、補助金の
内容と申請件数を伺う。
　県の地域医療介護総合確保基
金（介護分）補助金を活用し、セ
ンサーやカメラにより、利用者の
ベッド上での異変を早期に把握す
るための見守りセンサー、ケア内
容や体調管理を一元管理する介護
記録システムなどの整備に関する
助成を行う。今回の申請件数は１

件で、県の交付決定も１件となっ
ている。
　青少年育成費の放課後児童健
全育成事業について、パソコンの
導入は全クラブで行うのか。また
入退出管理支援システムは、どの
ような経緯で導入するのか伺う。
　パソコンは全クラブへ配備す
る予定である。入退出管理支援シ
ステムを計上した経緯は、令和２
年度の国交付金交付要綱からＩＣ
Ｔ化事業が追加されたため、少な
い人数で児童の指導をしている支
援員の事務負担が少しでも軽減さ

れるように、各クラブへ状況を確
認し、補正予算を計上した。
　予防費の新型コロナウイルス
ワクチン接種事業について、市役
所の平日接種での駐車場の警備費
用で８２１４万５千円とあるが、どの
ような想定をした金額なのか。
　今回の補正予算については、
平日夜間接種の駐車場警備の延長
分を計上している。市役所の西側
と東側に公道と面した出入口があ
るので、西側を１人３時間延長、
東側を１人２.５時間延長、計３９日
間分として計上した。

る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
大

変
厳
し
い
運
営
状
況
で
あ
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い

く
の
か
。

社
会
教
育
部
長
　
厳
し
い
運
営

状
況
に
配
慮
し
つ
つ
、
安
心
・

安
全
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

に
向
け
、
感
染
症
対
策
の
相
談

や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
係
る
人
材

の
情
報
提
供
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

安
全
な
学
校
と
は

問
　
児
童
生
徒
の
安
全
を
守
る

た
め
の
取
り
組
み
と
、
危
機
管

理
意
識
の
向
上
に
対
す
る
考
え

方
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
各
学
校

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に
合
っ

た
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
対
応
し
て
い
る
。
必
要
に

応
じ
て
教
育
委
員
会
が
指
導
・

助
言
を
行
い
、
危
機
管
理
意
識

の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

湘南フォーラム
所 属 議 員

出村 光 議員

■ 中華人民共和国による人権侵害問題に対して強い対
応を求める意見書（抜粋）
　新疆ウイグル自治区で、大規模な恣意的勾留、人権
弾圧が中国当局によって行われているという報道に対
し国際社会は深く憂慮している。国連の人種差別撤廃
委員会は、平成30年（２０1８年）９月、中国に関する総
括所見を発表し、多数のウイグル人やムスリム系住民
が法的手続きなしに長期にわたって強制収容されて
「再教育」が行われていることなどについて、「切実な
懸念」を表明している。
　令和２年（２０２０年）10月には国連総会第３委員会で
ドイツなど39カ国が、香港とウイグル自治区での人権
侵害に重大な懸念を表明する共同声明を発表し、ウイ
グルとチベットでの人権尊重と調査、香港の事態の即
時是正を求めている。
　そのような中、アメリカ議会は７月14日に輸入業者
に対して、ウイグル産の輸入品が生産過程で強制労働
と無関係であることを証明するよう義務付けるウイグ
ル強制労働防止法を成立させた。この法は企業側に説
明責任を負わせる内容で、証明できない限りウイグル
産の製品や原材料の輸入は禁じるというものである。
日本の国内企業にとっても現実的な経営リスクとなっ
ており、平塚市内外の中小企業にとっても死活問題と
なりかねない。
　よって政府は、可能な限り様々な手法を用いて情報
を収集し、各種問題があった場合は、中国政府に対し
厳重に抗議することを要請する。

　議員から、次の意見書が提案
され、全員異議なく可決しまし
た。ホームページには全文を掲
載しています。意見書

し た可 決

市 議 会
ホームページ

市議会に関する
情報はこちら

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
常任委員会の主な質疑を紹介します。


